
～まちづくり協議会の活動状況　その４～
日章中学校生徒による除雪ボランティアの実施

おっ！もちつき大会の実施（新規事業です）

　２月２８日（土）に、日章中生徒による平成２０年度第
２回目の除雪ボランティアを実施しました。
　中学生５１名、校長先生をはじめ５名の先生、また、民
生委員・児童委員２名と、福祉除雪地域協力員２名にもご
参加いただきましたので、PTAやまちづくり協議会スタッ
フなどを含めると、総勢７２名の参加者になりました。
　午前10時に日章中学校に集合し、第１回目と同じ５軒
のお宅の除雪に向かいました。前回も参加した生徒が多
かったことから、作業は効率良く行われ、時間のかかった
お宅でも約1時間で終了し、学校で家庭科の先生とPTAの
お母さんたちの手作りカレーを食べて解散しました。
　地域で暮らすためには、お互いに助け合わなければなら
ないことがあります。しかし、手助けを求めることも手助
けをすることも、少しだけ勇気が必要です。除雪ボラン
ティアに参加したことで、その勇気を身につけられたと思
います。ボランティアに参加した中学生の皆さん本当にあ
りがとうございました。そして、ご苦労様でした。
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東札幌まちづくり協議会は、平成17年５月に地域内の町内会をはじめ43の各種団体の参
加により設立され、間もなく４年になります。この間、安全安心な住みよいまちづくりを目
標に、試行錯誤を繰り返して参りましたが、活動にご理解とご協力を頂き有難うございまし
た。
活動の手始めに、パトロール等の際の身分を示す為の小道具としての腕章その他を逐次整

備補充して来ました。
また、各種の研修会を開催するとともに、環境美化の一助にと、街路ます花壇に植える区

からの花苗が減少しているのを補填するために購入したほか、日章中生徒に協力して東札幌
地区の清掃や老人家庭の除雪ボランティアを実践するなど地域ぐるみの活動をとりあげて来
ておりますが、徐々に成果があがりつつあると考えております。
今後の主要事業としては、全市的な問題でもあるゴミ処理問題にとりくむ事があげられま

す。基本的には住民全員の美化・衛生観念の向上が大事となるでしょう。まちづくり協議会
としても、先ず視覚に訴えて各ゴミステーションに読み易い大きさの注意看板を設ける事が
先決かと思います。現状はゴミの散乱するケースが非常に多く、カラスには住みよいまちと
歓迎されているように思います。
「北の文化都市」の評価が名実ともに定着するように「まち協」も頑張りたいと考えてお

ります 皆様方 ご賛同 ご協力を今後ともお願い申し上げます

東札幌まちづくり協議会会長　雲田　一郎　　　



　
　

　

～東札幌地区の主な行事等の開催状況～

災害図上訓練（DIG）の実施（これも新規事業です）

　また、東札幌地区の住宅地図に、災害時に交通が遮断さ
れる場所、避難場所・病院・コンビニ・自動販売機の場
所、障害者や高齢者など避難する時に助けを必要とする人
の住宅など、災害の時に不可欠な情報を記入してそれぞれ
の位置を確認します。最後に、避難場所までの最も安全な
ルートを検討します。
　この訓練は、災害対応をシミュレーションするもので、
多くの住民が体験することが重要です。今後も機会を作り
ますので、是非ご家族でのご参加をお願いいたします。

　また、子どもたちが餅つきの順番を待つ間は、東札幌ク
ラブ友の会の会員と「独楽回し」や「めんこ」などの昔遊
びをしたり、子育てサロンのスタッフと折り紙や紙の竹ト
ンボづくりなどをして楽しく遊びました。餅つきをした後
も残って、皆と遊ぶ子どもがたくさんいましたので、本当
に楽しかったのだと思います。
　嬉しそうな子どもたちの顔を見ていると、とても幸せな
気持ちになりますので、来年もまたこの事業を実施したい
と思います。今年参加できなかった子どもたちも来年を楽
しみに待っていてくださいね。

　3月15日（日）9：30～東札幌会館で、㈲インタラク
ション研究所の安田代表を講師に、災害図上訓練（DIG）
を実施し、６町内会の役員30名がDIGを体験しました。
　この訓練では、地震などの災害の知識を学ぶとともに、
参加者自身がどのような被害に遭うかを想像し、災害発生
後の時間経過に合わせて何をするべきかグループを作って
意見を出し合い、グループ同士の意見も交換して、災害に
どのように対応すべきかを参加者全が理解していきます。

　この事業は、今では、自宅ではほとんどすることのなく
なった日本の伝統である臼と杵を使った「餅つき」を、子
どもに体験をしてもらうことを目的にしていましたので、
スタッフが付き添いながら乳児を除く87名の子どもに餅を
ついてもらいました。そして、黄な粉、砂糖醤油、餡をま
ぶして、つきたての餅の美味しさを、おなかいっぱい味
わってもらいました。子どもたちは、本当に楽しそうで、
しかも美味しそうでした。

　3月7日（土）10：00～東札幌会館で「おっ！もちつき
大会」を実施しました。子ども91名、お父さんやお母さん
など大人36名、合計で127名と大変多くの皆さんにご参
加いただきました。これに、東札幌クラブ友の会、子育て
サロン「ぐー・ちょき・ぱー」、各町内会の役員、まちづ
くり協議会のスタッフなど事業運営スタッフ51人を加える
と、合計178名が参加する大イベントになりました。



今号は、当東札幌まちづくり協議会の雲田会長より原稿をいただきました。会長のまちづ
くりに対する思いが伝わり、地区住民が力を合わせて東札幌地区を住みよい街にしたいもの
だと改めて感じました。この第10号で平成20年度は最後の「東札幌だより」となります。
取材にご協力をいただきました皆様ありがとうございました。来年度もいろいろな事業を住
民の皆様にご紹介していきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。（山崎
記）

～編集後記～

「東札幌地区・あったかふれあい
交流会」（3月18日）

東札幌地区青少年育成委員会
主催「百人一首大会」（2月21日）

　「北方領土を知るつどい」
　（2月17日）


